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コ +5月を迎えτ
三田教会のみなさま お元気でお過ごしでしょうか ?お知らせにありましたよ
うに、5月 に入つても公開ミサ中止が続きます。感染の状況もますます酷くなっ

てきておりまだまだ先が見えなくなつてきています。不安でいつぱいですが、

こんな時にこそ、自分のことだけでなく隣の人を思いやれますように。人と人

とが分断されてしまわないように、お互いが傷つけ合うことのないように、祈

りましょう !

自宅待機のゴールデンウィークも初体験となりそうですが、折角なのでお家で

家族団らんを大切に、、といきたいところです。でもお家の中も、実は「密室 ?」

なので気をつけた方がいいのかも。それはウィルス対策だけのことではなく、

家族同士の距離感ですね。狭いお家に住んでいると家族といえども窮屈になつ

て「窮鼠猫を噛む」なんてことにならないように。そういえば、この頃よく売

れている商品ということで一人用テントが紹介されていました。家族がいつも

よリー緒にいるのがしんどくて、部屋の中に一人用テントを立てるというもの

でした。それで在宅ワークがはかどったり子どもが落ち着いたりすると。子ど

もも大人もこもれる場所がある。居場所づくりにひと工夫がいりそうですね。

私たちは期せずしてそれぞれが長い孤独の中にいることになりましたが、コロ

ナでなくても元々お家で一人の人もおられます。幸いなことには今の時代、ス

マホや携帯電話、パソコンなどでお互い連絡を取り合って、少しでも孤独から

解放することもできます。でも私たち人間はやはり直接に触れあつて生きる動

物なので、画面を通してだけのつながりで人間性が奪われてしまわないように

気を付けたいです。またそれとは逆に、この機会を大切にするなら、静かに孤

独を味わってみるのも大切なことですね。自分の人生を振り返つて神さまがい

つも支えてくださつていることを思い起こす機会にしたいですね。

「国境を持たない見えないウィルス」に翻弄されています。ポジティブに考え

れば、私たちもこの際ですから、いつそのことこのウィルスに倣って、「国境を

持たない見えない思考」でものごとを提えなおし、見えないウィルスの正体が

分かつた時には、「国境を持たない見える世界」を倉Jり 上げていきたいものです。

5月 号 (No.211)
三田市屋敷町8-15

1

神田 裕神父 (三田教会担当)


